
140101旅館業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2017 12 21~22

3階から2階へ階段を使って移動しようとしたとき、階段を踏

み外して踊り場まで転落し、顔面を強打した。 被災当時、着

物・草履等により歩きにくく、また多忙のため急いでいた。

48 1 413

100

～

299

2 2017 12 21~22
洗い物を担当していたとき、手荒れ箇所に菌が入って膿んでし

まい、全身に発疹が出た。
62 90 911

50～

99

3 2017 12 21~22

当社1階ロビーにて、タオルが入ったカゴ（幅約40㎝、重さ約

1㎏）を運ぶ作業中、当日は雨で床が濡れていたため、履いて

いたスリッパが滑り、転倒した際に左足の膝をつき骨折した。

64 2 416
10～

29

4 2017 12 6~7

3F宴会場で朝食準備中、ホットカートのコンセントと配電盤

から出ている延長コードを接続するため、配電盤から出ている

コードを左手に持ち、ホットカートのコードを右手に持って接

続作業をしていたところ、「バチッ」と大きな音がした。 配

電盤側のコードがショートして、左手掌から左上肢にかけ帯電

（200V）および火傷した。

21 11 351

300

～

499

5 2017 12 19~20

調理場内にて、朝食の仕込みを冷蔵庫へ運んでいる際、トレイ

が右側の棚にぶつかり、持っていた仕込みを落とさないように

しようと、バランスを崩してデシャップ台の前で左足が滑り、

右足首をかばうため（1年前に右足首を粉砕骨折）、右手で体

を支えるようにして後方へ転倒した。 当初は打撲程度と思っ

ていたが、段々と腕が上がらなくなり、高い所にある物を取ろ

うとすると痛みが出るようになり、重たい物も持てなくなって

56 2 391

100

～

299



きたため受診したところ、右肩外傷性腱板断裂と診断された。

6 2017 12 18~19

冷凍室に荷物を取りに行ったものの、既に冷凍室で作業をして

いる従業員がいたので、あとでまた来ようと振り返って一歩進

んだところ、床に氷が落ちていたこともあり滑ってしまった。

その際、左側に転倒し、頭部を床にあった荷物にぶつけ、左手

首、左手示指・中指・環指は骨折した。

58 2 417
50～

99

7 2017 12 19~20

ホテル客室の掃除をしている時、テーブルとソファーの間があ

いていたので手前に引いたところ、重いテーブルだったので力

を入れて引っぱった際、足の親指にあたって爪がはがれた。

64 6 379
10～

29

8 2017 12 15~16

ホテル客室の玄関で、お客様のスーツケースを部屋の中へ運び

入れようとした。 両手でスーツケースの取っ手をつかんで、

玄関の踏み台（段差10㎝）の上にスーツケースを持ち上げよ

うとしたが、スーツケースが重かった事と、足袋を履いていた

右足が草履の上で滑ってしまい、スーツケースが持ち上がらず

に、そのまま自分に向かって倒れてきた。 （まるで人間が

入っているかのような重さであった。） 結果、自分は立った

ままの状態で、スーツケースが自分の左足の上に圧し掛かって

きて、左足の太ももの外側の骨を骨折し、太ももに青アザもで

きた。

77 5 611
50～

99

9 2017 12 14~15

店の厨房内にて、茹で上がった卵の入った片手鍋をシンクに移

動させようとした際、両手で持ったが重過ぎたため鍋が傾き、

熱湯が左足の甲にかかり熱傷した。

27 11 391
10～

29

10 2017 12 14~15
旅館内の客室清掃中に、ベットやソファを動かす作業を繰り返

していたところ、じわじわと痛みを感じ始めた。
33 19 612

100

～

299

11 2017 12 10~11

社員寮B1階ポンプ室内で、エンジン式の高圧洗浄機を使用し

て温泉配管内のスケールの除去作業を温泉槽の上で行っていた

最中に、高圧洗浄機から排出された排気が、室内に充満し酸欠
53 12 514

100

～



状態に陥り体調不良を訴えていたため、救急搬送を行った。
299

12 2017 12 15~16
客室のベッドメイキング中、ベッドを動かした時に腰に痛みが

走った。
51 19 611 1～9

13 2017 12 14~15
スキー場レストラン厨房のゴミ回収の際、通路に氷があったた

め、足を滑らせ転倒した。 その際に左足を捻り負傷した。
67 2 719

50～

99

14 2017 11
14～

15

客室のお風呂（ユニットバス）清掃が終了し、ユニットバスか

ら出ようとした際、ユニットバス出入口の段差に右足が掛かり

反転し背中から転倒したものである。 出入口付近の室内テー

ブルに頭と肩を強打、腰を床に強打し、仙骨を骨折した。

62 2 419
30～

49

15 2017 11 8～9

離れ宿にご宿泊のお客様へ朝食の準備を行っている際、雨も

降っていて滑り易くなっていたこともあり、渡り廊下の少し坂

になっている場所で転倒した。

42 2 417
30～

49

16 2017 11
23～

24

店の備品の買い出しの際に、コンビニから店までの道中にて足

を挫き転倒し骨折した。
33 2 417 1～9

17 2017 11
10～

11

当社において客室清掃作業中であった。 廊下に置いているか

ごから客室内の備品を取ろうとして前屈みになった際、腰部に

強い痛みがはしり動けず負傷した。 通常、リネン類（タオル

やシーツ）や客室内の備品類は廊下に置いておき交換作業をし

ている。

40 19 921
30～

49

18 2017 11
20～

21

宴会バックヤードを皿を持ちながら歩行中、床を補強したガム

テープに躓き、転倒し、左右の膝を打撲し、左膝2箇所にひび

が入った。

63 2 417

100

～

299

19 2017 11 8～9

事業場ホテル2階通路にて朝食片付けの際、食器類が入ったワ

ゴン台車を押して移動中、少し下ったところで勢いがつき、前

に回って止めようとした際、台車のタイヤで自身の足先を轢い

たものである。 その日は1日業務に従事したものの、一向に腫

れが引かない為、次の日の朝病院に向かい治療を受ける。

58 7 362
30～

49



20 2017 11
13～

14

調理場で、手前の洗い場から奥の洗い場へ戻る際、コンベク

ションオーブンの前で滑って転び、そばにあったごみ箱（高さ

51㎝×39㎝×27㎝）の中に左手が入り体を反った状態で背中

をごみ箱の縁にぶつけ左の肋骨骨折と右足下部を捻挫した。

滑りにくいサンダルを履いていたが、床がオーブンから出た水

滴で濡れていたのと小走りで戻っていたため滑って転んでし

まった。

64 2 417 1～9

21 2017 11
12～

13

清掃作業時ホテル内の階段を昇降する際、階段を踏み外して転

落し、左第5中足骨を骨折した。
38 1 413 1～9

22 2017 11 6～7

工場で麺を製造する機械を作動中（豚骨ラーメンの麺を製造

中）、麺機のラインの最終工程で生地をラーメン用にカットす

る裁断機の部分にストップボタンを押さずに手を入れてしまっ

たため指がカッターで切断されてしまった。 上手くカットさ

れず繋がって出てきてしまう麺があったので何度か機械を停止

したものの、停止→修正→停止→修正を繰り返した後、最終的

に止めずに手を入れた。

70 2 417
50～

99

23 2017 11
17～

18

3F洋食厨房にて、スライサーを使ってパンを切る作業をして

いたところ、誤って右手親指を切ってしまった。
48 8 165

100

～

299

24 2017 10
20～

21

店内にて、ダイニングで片付けと翌日の営業準備中、小走りで

作業していたところ、靴が合っておらず脱げた時に右足を捻り

受傷した。 怪我をした当日は骨折していると思わず、翌日痛

みと腫れが出た。

46 19 921
10～

29

25 2017 10
9～

10

調理場において、本人が食器を片付け終えて準備室から洗い場

に戻る際に準備室から室外に出ようとしたところ、出入り口は

35cmの段差があり段差の下には高さ2cmの足のマットが設置

されていた。 出口を出る際、足マットのフチに片足を着いて

しまいバランスを崩して転倒した。

76 2 391

100

～

299



26 2017 10 1～2
客室清掃作業中に洗面台付近で滑って転んだ際に右足を負傷す

る。
39 2 417

10～

29

27 2017 10
9～

10

職場に到着後、始業開始時刻まで時間があったため敷地内にあ

る従業員用の喫煙所へ喫煙するために向かう途中、下り階段を

3段踏み外し転倒。 その際に左わき腹と左側臀部を地面に打ち

付けた。

34 2 413
50～

99

28 2017 10
17～

18

宅配先の顧客宅があるアパートの外階段で、配達が終わってア

パートの2階から1階へ外階段を下りている時に、雨で足元が

不安定で周囲も暗い状況だった為、階段の最後の一段を踏み外

して左足首を捻挫した。

56 2 413

100

～

299

29 2017 10
22～

23

ホテル内にて宴会片付け作業中に、同じく移動式スクリーンを

片付け最中のスタッフが片付けていたスクリーンを壁に立てか

けてあった脚立に接触させ転倒させた。 その時脚立の上部が

右足親指を強打し、骨折裂傷となった。

65 5 371

100

～

299

30 2017 10
14～

15

店内に於いて、食器類を片付ける為にお盆に載せての移動中、

床マットにつまずき転倒、左上腕部を負傷した。
53 2 416

10～

29

31 2017 10
15～

16

ドラフトのオーダーが入り、ビールタンクにレバーを設置しよ

うとしたところ、右手親指に負荷がかかり、右手親指の靱帯を

損傷。

33 19 391
10～

29

32 2017 10
11～

12

職場大浴場で洗い場を洗剤とデッキブラシで清掃中、床が温泉

成分と洗剤で滑りやすく、左足を滑らせて前のめりに転倒し

た。 洗い場のイスで胸を打ち、蛇口に顔面を打ちつけた。

74 2 416

100

～

299

33 2017 10
20～

21

宴会場において、神前式の設営を行うため、壁の高いところに

御簾を取り付ける作業を行う際、会議用の長テーブルの上に乗

り作業を行っていたものの、会議用テーブルの脚が老朽化に

よって突然折りたたまれ、バランスを崩し落下。 右足首を負

傷した。

46 1 379
50～

99



34 2017 9
10～

11

敷地内駐車場にて、山の斜面側の壁に生えている草を刈る作業

をしていた、重油タンク（縦100×横100×高204）の後ろの草

を刈る為（脚立が入らなかったので）タンクの上に乗って作業

をしていた、別の場所へ移る際、ハサミをタンクの上に置き、

重油タンクの周りをブロックで囲んでいたので、その先のアス

ファルトの地面に飛び降りたところ、両足で着地したが左足首

を負傷した、靴はスニーカーを履いていた。

34 3 417 1～9

35 2017 9
13～

14

厨房で、ゴミを捨てようとした際、濡れた床で足を滑らせ転

倒、作業台下部で脇を打ち、肋骨を5本骨折した。
62 2 417

50～

99

36 2017 9
13～

14

6階ベルデスク横で、二段になって台車に積まれた大きめスー

ツケース7～8個から1つを上段から下ろし、サイズを測ろうと

しゃがんだ際に腰に激痛が走りその場に倒れそうになったが、

なんとか壁などを伝いバックスペースまで動いたところでその

場で動けなくなってしまった、すぐに救急車を呼び搬送され

た、恐らく当日の朝にトラックに運ばれてきた団体客のスーツ

ケース100個前後のうち40～50個前後をトラックから下ろし台

車にのせ、運びまた台車から下ろし…などの作業をしたことも

影響していると思われる。

40 19 611

300

～

499

37 2017 9
10～

11

レストランにおいてテーブル上にある箸箱を回収してワゴンに

集めていた際、箸箱がワゴンから落下し、右足の甲に落ちたも

のである。

44 4 379
50～

99

38 2017 9
20～

21

ゴミ焼却場にて夕食時のゴミを焼却炉に投入して、少しした後

燃焼確認の為、焼却炉の扉を開け火の通りをよくする為掻き混

ぜた時、突然火が吹き出し、避けるため後退し2.5m下に落下

した。

51 1 711
10～

29

39 2017 9
9～

10

厨房で、皿洗いが終わったので、板前のごみ箱の整理をするた

め歩いて行った時、床が天ぷら油の飛び散った油のせいで、長

ぐつが滑ってしまい転倒し、その時左手をついて左手首を骨折
75 2 419

50～

99



した。

40 2017 9
13～

14

2階パントリーにて食材をバットに入れ運んでいる時、通路の

排水溝が清掃中の為、フタがはずれており、左足をふみはずし

転倒した。

60 2 417
50～

99

41 2017 9
19～

20

2階調理場の冷蔵庫に入室し、フルーツの入った箱を持ち冷蔵

庫から出ようとした際に、足元にあった箱に躓き転んで左膝を

強打。 その日は様子を見ながら帰宅したが、腫れと内出血が

ひどいため、後日病院でMRIを撮った。

54 2 611
30～

49

42 2017 8
21～

22

段差のある場所で下りのスロープを通り、ゴミ運搬用のカート

を運搬中、ゴミを大量に積んでいたため、スロープから降りた

ときにカートバランスが崩れ、転倒した。 その際、倒れた

カートの下敷きになり、左足指は車輪に、脇腹はカートに挟ま

れた。

59 2 417

500

～

999

43 2017 8
15～

16

プールのライフガードとして、ウォータースライダーの着水

プールで仕事中、2人乗りのボートが滑り下りてくる途中で転

覆し、乗客2人は滑り下りてきたが、ボートがスライダーの途

中に止まった状態になった。 ボートを回収するためにスライ

ダーに登り、回収したところ、次のボートが滑り下りて来て避

けきれず、被災者の足に衝突し、右肩辺りからスライダーに転

倒して負傷した。

29 6 391
50～

99

44 2017 8
13～

14

旅館内本館1階エレベーター横の階段で、消火訓練中、下に降

りる際に誤って足を踏み外し、右足首くるぶしを捻った。
76 1 413

50～

99

45 2017 8
14～

15

1階玄関で、携帯を忘れたお客様に携帯電話を届けようと玄関

を出たとき、玄関の装飾の石を飛び越えようとして躓き、その

石に右腕を強打して打撲した。

61 2 417
50～

99

46 2017 8
14～

15

ホテル駐車場内で、高さ約2.5mの所にある電球を交換すると

き、高所のため脚立を使用中、脚立が不安定になり、足を滑ら

せて脚立より落下し、左足から着地した。

36 1 371
50～

99



47 2017 8
12～

13

走行中、トラックが駐車場から飛び出し、走行していた当社車

両（左側面）に衝突した。 その反動で対向車線をはみ出し、

電柱に衝突した。

66 17 221
30～

49

48 2017 8
15～

16

昼営業を終え、テーブル（幅90㎝、奥行90㎝、高さ72㎝）を

定位置へ片付けようと両手で持ち上げ運搬していたとき、腰が

ギクッとなり痛めた。

62 19 379

300

～

499

49 2017 8
21～

22

包丁の刃を手前に向けて砥石で研いでいたところ、勢い余って

砥石からはみ出してしまい、その反動で左手の人差し指と親指

を刃先で切ってしまった。

31 8 364

500

～

999

50 2017 8
18～

19

急いで階段を下りるとき（空手）右足を踏み外し、3段上から

フロアーに転倒、骨折する。
75 2 413

10～

29

51 2017 7 16~17

ホテル内にある従業員専用のカプセル式仮眠室の上段から休憩

を終えて出ようとした際、下段にいると勘違いし、転落した。

その時に右手首、首の後ろ、左太ももを強打した。

28 1 419

100

～

299

52 2017 7 11~12

事業所内の清掃後、外にあるゴミ置場にゴミを出し、室内にも

どろうと入口のドアに向かって歩いていたところ、足元の石を

踏み、足首をひねり負傷する。 石は地面に埋まっていたが、

数センチ地面に出ていた。

60 2 417
10～

29

53 2017 7 19~20

厨房に出ていた鍋を洗い場に移動させる際、鍋の取手を持った

ところ、片方だけ熱くなっていたので、取っ手を持った左手

（人差し指・中指・薬指）を火傷した。

63 11 379
30～

49

54 2017 7 9~10

17階レストラン厨房に於いて鰻の湯通しをしようとお湯を入

れた大きなボールを足元に置き台にのっていけすから鰻を取り

出そうとした際、鰻が暴れそれに驚き台から足を踏み外しボー

ルの中に右足を突っ込み火傷した。

30 11 519

100

～

299

従業員エレベーター前にて、業務終了前にホテル内従業員エレ

ベーターに乗り込もうとした際、同僚の清掃スタッフに声をか
50～



55 2017 7 15~16 けられ振り返った際に足元に置いてあった段ボール箱に躓き転

倒し左膝をぶつけてしまった。 退社打刻後腰を掛け休んでい

たが、痛みが引かなかった。

69 2 611
99

56 2017 7 15~16

レストラン床の掃除機掛け中に、洗い場近くの床にたまり水が

あり滑って転倒。 その際に、左手の手のひらを床に強打し、

腕にひびが入った。

49 2 417

300

～

499

57 2017 7 22~23

当館にて仕事を終え、タイムカード打刻後に従業員ロッカーで

靴を履き替えて、本来なら一旦道路に出て駐車場へ行くべきと

ころ、ロッカーのすぐ隣に駐車場があるために、段差があるに

もかかわらず降りるための逆さまにしたケースがあったので上

がったところ転倒し右手が下敷きとなり右手首を負傷した。

23 2 417
50～

99

58 2017 7 8~9 作業場内で棚を移動している時に棚が倒れて指を挟んだ。 66 8 165

1000

～

9999

59 2017 7 13~14

当社において客室清掃作業中であった。 ベッドメイキングを

行っていた際、セミダブルのベッドを跨ごうとして（客室が狭

いためベッド周りの移動が難しい場合はベッドを跨ぐ）右足ふ

くらはぎに痛みがはしり負傷した。

55 19 911
30～

49

60 2017 7 21~22

食堂内で給茶機の清掃作業をイスに乗ってしていたところ、バ

ランスを崩して転落し、左ひじから手首にかかる部位を床に強

打した。

70 1 419
10～

29

61 2017 6
10～

11

事業所内の売店から本館までの間の通路において、雨が上が

り、板やマットの回収作業中に雨で濡れた木製の板の上で滑

り、咄嗟に右手をコンクリートの地面についた時、右手首に痛

みが発生した。

46 2 417
30～

49

62 2017 6
21～

22

ホテル玄関外にて、送迎車から降車した際、大雨で路面が濡れ

ており、滑って転倒した。 雨に濡れると思い、急いでいたた

め注意が行き届かなかった。 転倒した際に骨盤を強打し、激
45 2 719

50～

99



痛で動けなくなった。

63 2017 6
10～

11

客室トイレの入り口10㎝の段差からゴミを集めに横に出よう

として、踏み外してあお向けに倒れ、右足を強く打った。
53 2 417

10～

29

64 2017 6
16～

17

ホテル客室にてベットメイク中に、中腰の状態で掛け布団を整

えようとしたところ、力を入れた際に腰を痛めた。
23 19 921

30～

49

65 2017 6
13～

14
館内の空調清掃中に、椅子から落ちて打撲した。 65 1 379

30～

49

66 2017 6
11～

12

ホテルのレストラン用椅子を更新のため、ロビーからB1Fのレ

ストランに運搬作業中、階段で足を踏み外して2段下の階段踊

り場に転落し、左足首を骨折した。

27 1 413
30～

49

67 2017 5
15～

16

6階の客室清掃業務終了後、清掃道具の入った重いワゴンカー

トを両手で押して運んでいた際、段差を通るためカートを少し

上に持ち上げた時、腰に強い痛みを感じた。

42 19 921

100

～

299

68 2017 5
13～

14

地下2階厨房内の野菜洗い場にて、サラダの為の野菜をカット

しようと洗った野菜の入った箱を取ろうとしたところ、足元が

滑り転倒し、腰、背中、右腕を打った。

56 2 416

300

～

499

69 2017 5
21～

22

35階宴会場のバック通路にて宴会の後片付け中に、丸卓の上

に置かれていたガラス製のターンテーブルを持ち上げ台車に直

そうとした際、台車にのせきれず重さのために手が滑り、自分

の右足人差し指の上に落としてしまい骨折した。

19 4 379

300

～

499

70 2017 5
14～

15

本館南側階段にて2階から1階に障子を運んでいる時、足を踏

み外して膝をねじった。
66 19 413

50～

99

71 2017 5
11～

12

駐車場出口の下り坂と旅館入口への坂の境で、お客様をお見送

りしバスを見送りながら急いで帰ろうとしてよそ見の状態で転

倒し、肩を骨折する。

50 2 417
10～

29

72 2017 5 2～3

バーのパントリーにて、翌日のドリンクに使用する砕氷を作成

する為に角氷をナタで削っていた際、刃先が氷を押さえていた 30 8 364

500

～



左小指に触れ、皮膚が欠損した。 999

73 2017 5
11～

12

客室で室内清掃を終えて、ベッドの上部あるパネルボタンを押

して戻ろうとした時、ベッドを置いている台（高さ約30㎝）

から足を踏み外し転倒した。

49 2 911
10～

29

74 2017 4
22～

23

弊社レストラン内で翌日の朝食用の洗米作業中、炊飯釜を両手

に持ち流し台から移動中足を滑らせ、冷蔵庫の上部角に右目上

を強くぶつけ切れて出血した。 右目上の周りは黒じみになり

白目が赤く充血し、異常な痛みを感じるようになり、網膜剥離

となった。

62 2 417
10～

29

75 2017 4
18～

19
厨房で調理中に包丁で誤って左手のひらを切ってしまった。 29 8 364

30～

49

76 2017 4
22～

23

宴会場内で、棚にある物品をとろうとしている作業中、別のス

タッフが折りたたみ式ステージをたたみ、ストッパーをかけよ

うとしていたところ、ステージが開いてしまい、ステージで右

足後方を強打した。

44 3 419

100

～

299

77 2017 4
19～

20

ホテル施設内19Fの洗場において、シンク内のゴミ受けのゴミ

を処理中、ゴミ受けの金具に接触して左親指付近を裂傷した。
56 8 379

100

～

299

78 2017 4
10～

11

客室清掃中に、コテージH棟外階段を登っている際、階段から

足を踏み外して転倒し左側頭部にこぶし大のたんこぶが出来

た。

64 2 413

100

～

299

79 2017 4
11～

12

当社において定期健康診断の為出勤し、健康診断を受診後帰宅

のため従業員用通用口を出たところの段差（およそ25cm）で

躓いてしまい体勢を崩して転倒した。

66 2 419
30～

49

80 2017 4 6～7

事務所のフロント内において、椅子に腰かけている姿勢から立

ち上がろうとした時に立ちくらみし体のバランスを崩し、転倒

した際に体を支えようとした右足を負傷した。

46 2 921
10～

29



81 2017 4
17～

18

ポータブルステージを一人で開こう（設営）とした際にステー

ジが倒れてきて、両手親指を挟み、出血が酷く、両手親指裂傷

及び骨折で全治4週間との診断を受ける。

49 7 419

300

～

499

82 2017 4
22～

23

ホテル2階にある厨房内で食器洗い作業中、食器洗浄機付近に

て転び、膝を強く床に打ちつけた。 当時、床は濡れた状態

だった。

56 2 417
30～

49

83 2017 3 4~5

早朝、まだ真っ暗な中、朝食の準備を行うため寮からホテルに

出勤する時、坂道の側溝にはまり顎、唇、足を怪我し、眼鏡も

側溝に流された。 朝早いため少し眠く、頭もあまり働いてい

なかった。 又、側溝に蓋がなく、道には外灯もなく真っ暗な

状況であった。

62 2 418
50～

99

84 2017 3 14~15
補充作業中、リネン室から裏に出る時、リネン袋に引っ掛かり

転倒し、排水溝の鉄板の角で膝を打った。
45 2 379

10～

29

85 2017 3 10~11
客室の洗面所と部屋の段差のところで足を踏み外し、尾てい骨

を打撲した。
67 2 417

100

～

299

86 2017 3 12~13

被災者が昼休憩をとる為、正面玄関横通用口より外へ出ようと

高さ約30㎝の段差を下りようとした際、段差下に子供用下駄

があることに気が付かず、右足で下駄を踏んでしまい、バラン

スを崩し転倒し、右足小指下付近を骨折した。

67 2 379
30～

49

87 2017 3 17~18

当社レストラン厨房パントリー（食品等保管庫）において、通

路（通路両側には作業台や保管棚があるため狭く幅およそ50

㎝）を移動中に、すぐそばで作業をしていた従業員の足に躓い

て体勢を崩して転倒した。

63 2 911
30～

49

88 2017 3 16~17

ホテル宴会場のテラスにて、窓拭きをしているとき、雨でテラ

スの床が濡れていたため、足が滑り転倒し、左手首を骨折し

た。

44 2 417

1000

～

9999



89 2017 3 17~18

食器片付けのために厨房横通路を歩行していたところ、滑って

転倒し左足を骨折した。 被災当日は草履を着用しており、

フェルトの床面上で滑った。

60 2 417
10～

29

90 2017 3 14~15

休憩時間中、職場敷地内にとめてある車に作業に使うメモ帳と

ペンを取りに行き、就業場所に戻る途中、雪道で足を滑らせ転

倒した。

21 2 719

500

～

999

91 2017 2 15~16
ホテル館内2階洗い場で清掃中、床面クロスの段差に足をとら

れ転倒し、左足股関節を骨折した。
80 2 417

50～

99

92 2017 2 12~13

オープン作業中に洗い場の流し台下に置いていたカーペットで

足を滑らせ、右膝を地面に強打し、右足の膝蓋骨を骨折した。

全治1カ月と診断され、即日入院となる。

46 2 418
50～

99

93 2017 2 9~10

館内客室のベランダで、外れた網戸を付ける作業をしている

時、ベランダの床に水が溜まっていて、スリッパを履いていた

ため足を滑らせ、床で後頭部を強打した。

57 2 416
30～

49

94 2017 2 8~9

当社社員寮から徒歩で本社事務所に向かう途中、第二駐車場を

横切り第二駐車場の脇道（当社敷地内）で足もとが凍結してい

て転倒し右腕を下に転倒したため右腕で脇を強く打ち負傷し

た。

61 2 719

100

～

299

95 2017 2 15~16

他セクションに食材を取りに行く途中で階段を下りている時、

階段の縁にヒールが引っ掛かった為、右足関節外側を捻挫し

た。

21 1 413

500

～

999

96 2017 2 9~10

1階～2階階段の踊り場において清掃していたところ、バラン

スを崩し1階に転落した。 その際、右足首を骨折してしまっ

た。

50 1 417
10～

29

97 2017 2 11~12

二ヶ所ある調理場の移動時、外の木材が釘打ちされた渡り通路

に敷いてあるタンポポマット（凍結の滑り止め用）につまずい

て転倒した。 軽量の食材が入った買い物かごを持っていた
66 2 379

10～



為、両手が同時につかなかったのだと思われる。 左側顔面と

左手小指（骨折）、右肩を強打し負傷した。 （厨房シューズ

を履いていた。）

29

98 2017 2 14~15

当館ホテル内において、清掃確認作業中（客室）に外階段で各

階に移動中、氷で足を滑らせ階段下に落下した。 その際に右

肘を強打し右肘橈骨頭を骨折した。

37 1 413 ―

99 2017 1
13～

14

ホテル7階清掃担当にて、シーツ、タオル他1室ごとにまとめ

てリネンシューターより1階の倉庫に落とす時に、鉄の扉で強

く人指し指を挟んだ。 扉が閉まるのと、手を引く時間の差が

なかった、または勢い良く閉まったためと思われる。

62 7 611
30～

49

100 2017 1
10～

11

ホテル内浴室で、清掃作業中に洗い場に入ったとき、お客様使

用のボディーソープがついていたため左足が滑り、お尻と腰を

強打し、左骨盤を骨折した。

45 2 417 ―

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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